
































(1) 菌株・鹿児島県衛生研究所より譲り受けた。腸炎ビブリオ: 分離株 k-13 Vipと略す。
サルモネラ Salmonellatyhimurium 標準株 Salと略す。





① ガス魚焼器: ヵース用上下合せの魚焼網， PATENT N015821 株式会社大東製作所。
② ガスコンロ・ 普通都市ガス用角コンロ，ノfロマ。
③ 冷蔵庫- 日立製作所 170.e庫内温度6-90 C。
b) 供試魚
① アジ， 1尾内蔵を除去したもの，重量120g 
以上のような大きさ(平均した数字)のものをぜいとを取り各々材料の1.5~ぢのふり塩を して
実験lζ用いた。
②大正エビ 1尾殻っき 重量25g 
③ イカ 1杯 (足をぬいたもの)，重量70g。
1lI.実験方法
a. 供試菌液の作成






























Sal St Vib Sal St Vib 
※ 2×10 4 4×10 4 3×10 5 
2 
アジ 5分 1xlO 
4 4 5 2 




イカ 3分 2 x 10 2 x 10 1xlO 
※19当りの菌数
表 2 濃厚に付着したブドウ球菌の加熱による影響
加熱 加熱直後材料 加 熱 円IJ時間 表 面 内 部
7 3 3 
アジ 5分 ※1 x 10 3 x 10 1 x 10 
7 
2 x 103 1. 5 x 103 イカ 3分 1xlO 
※ 19当りの菌数



















9 12 15 18 21 24 3 6 9 12 15 18 21 24 3 6 9 (時)
室 温 ト一一一一一 冷蔵庫 一一一一一→室温ト一一一一一 冷蔵庫一一一一一寸室温|
(28・C):!:l (6-9"C) (28"C)土1 (6-9・C) (28"C)土l
図 1 焼エビに付着 した腸炎ビブ リオ の消長
2 
i)エビを用い5x 10 / mLのビブリオ浮遊液l乙焼エビを2分間浸し， 充分lζ水切りした後， シャー
レに入れ各条件のもとで菌の消長を時聞を追って調べたのが図1である。
先ず冷蔵庫保存のものは24時間後ではほとんど菌数が変らず， 45時間後には100倍に増加した。
室温 (280C)で6時間保存した場合は， 100倍に増え， 24時間後iζは10，000倍にもなっている。
その後は急激な増加は見られないで，いわゆる菌増殖の平衡状態を示している。また， 室温lζ6時間


























































(1)坂崎利一編 『食中毒』 中央法規 1984 
(2)脇阪淑子 福司山エツ子
「家族聞における食べ物噌好の相互関連」
鹿児島女子短期大学 「紀要」第18号 1983 
(3)福司山エツ子 IVibrio parahemolyticusとVibrioalginolyticusの発育と糖分解」
鹿児島女子短期大学「紀要」第14号 1979 
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